






























































































































































































































































12） 最初に筆者らがごみマップ調査を実施した亀岡市篠町では、町内を流れる 3本の川のうち西川に90 .3%
のごみが集中していることがわかった。そこで篠町自治会との協議の結果、野条橋～府道西川橋（約
500m）を重点区間として、最初の清掃活動が2011年 1 月に実施された。このときは20L 土囊袋190袋分の
プラスチックごみや多数の不法投棄された粗大ごみが回収された（https://hozugawa.org/blog/ 理事会だ
































































15） SES フレームワークの基本的な構成要素はOstrom(2009 ) によって示された。本稿ではその改良版とし
て、McGinnis and Ostrom （2014）が示した重層的な枠組みのうち第１層の構成要素の関係性を用いて分
析している。




































おける漁業者の自己組織化に関する研究（Basurto et al. 2013）やインド・バンガロール
における都市コモンズとしての湖の研究（Nagendra et al. 2014）、メキシコのバハ・カリ
フォルニアの小規模漁業の研究（Leslie et al. 2015）、ドイツの内水面における遊漁の研究
（Arlinghaus 2017）の研究など、近年研究が進んでいる。また、河川管理を対象とした分析
としては、アメリカやスペイン、オーストラリアの大規模河川における水管理を事例とした
分析（Garrick et al. 2013）やライン川流域におけるガバナンスの時系列比較をおこなった分
析（Villamayor-Tomas et al. 2014）、メキシコにおける灌漑システムの分析（Cox 2014）17）、
スペインのアンダラックス川上流域の半乾燥地帯での伝統的な水利組織と生態系の関係性
に関する分析（Cabello et al. 2015）などがある。日本国内の研究事例としては、Ohno et 
al.（2017）が熊本県を流れる球磨川における荒瀬ダムの撤去を事例として SES フレームワー
クを用いた分析が、筆者が知る限り最初のものである。














































表 2　保津川のごみ問題をめぐる SES 変数（出典：筆者作成）
社会・経済・政治的状況（S）









A5 ‒ リーダーシップ /起業家精神
A6 ‒ 規範 /ソーシャルキャピタル
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